
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

点
を
重
ね
た
フ
ァ
イ
タ

ー
ズ
が
、
見
事
、
優
勝

を
手
に
し
ま
し
た
。 

あ
と
一
歩
及
ば
な
か

っ
た
利
府
レ
ッ
ド
ス
タ

ー
ズ
で
し
た
が
、
最
終

回
の
攻
撃
で
は
ベ
ン
チ

か
ら
バ
ッ
タ
ー
に
向
か

っ
て
、
応
援
歌
を
歌
い
、

選
手
を
鼓
舞
す
る
様
子

に
、
最
後
ま
で
諦
め
な

い
と
い
う
強
い
気
持
ち

を
感
じ
ま
し
た
。 

両
チ
ー
ム
の
選
手
と

も
「
は
つ
ら
つ
」
と
い

う
言
葉
が
似
あ
う
、
元

気
い
っ
ぱ
い
の
プ
レ
ー

で
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
わ
か

せ
、
ま
た
、
両
チ
ー
ム

陣
営
の
野
球
に
対
す
る 

姿
勢
、
相
手
へ
の
敬

意
も
随
所
に

見
ら

れ
、
野
球
へ
の
愛
を

垣
間
見
ま
し
た
。 

↓

準
優
勝
チ
ー
ム
： 

利
府
レ
ッ
ド
ス
タ
ー
ズ 

「
初
優
勝
な
ん
で

す
」
と
喜
び
を
隠
せ

な
い
表
情
で
語
っ
た

の
は
山
王
小
フ
ァ
イ

タ
ー
ズ
の
佐
藤
正
則

監
督
。
チ
ー
ム
結
成

四
十
年
を
超
え
る
歴

史
の
中
で
の
偉
業
に

「
感
慨
深
い
も
の
が

あ
り
ま
す
」
と
率
直 

初
優
勝
に 歓

喜 

元
気
い
っ
ぱ
い 

は
つ
ら
つ
プ
レ
ー 

十
五
チ
ー
ム
の
中
か
ら
決

勝
戦
に
勝
ち
上
が
っ
た
の
は
、

危
な
げ
な
い
試
合
運
び
で
着

実
に
駒
を
進
め
た
山
王
小
フ

ァ
イ
タ
ー
ズ
と
、
接
戦
の
末
に

勝
利
を
収
め
て
き
た
「
本
気
に

な
れ
ば 

世
界
は
変
わ
る
」
が

旗
印
の
利
府
レ
ッ
ド
ス
タ
ー

ズ
。
深
紅
の
優
勝
旗
を
手
に
す

る
の
は
ど
の
チ
ー
ム
な
の
か
、

ド
キ
ド
キ
の
中
プ
レ
イ
ボ
ー

ル
で
す
。 

両
チ
ー
ム
の
立
ち
上
が
り

は
上
々
。
共
に
一
・
二
回
を
ゼ

ロ
で
押
さ
え
る
素
晴
ら
し
い

ピ
ッ
チ
ン
グ
を
見
せ
ま
し
た
。

し
か
し
、
三
回
。
つ
い
に
そ
の

均
衡
が
破
ら
れ
ま
す
。
先
取
点

を
奪
っ
た
の
は
山
王
小
フ
ァ

イ
タ
ー
ズ
。
そ
の
後
も
、
や
や

優
勢
に
試
合
を
運
び
、
着
実
に 

宮城県野球連盟 塩釜支部 塩釜野球協会では 

審判を大募集しています。 

野球経験者はもちろん、初心者でも大歓迎！ 

下記連絡先へのお電話お待ちしています！ 

連絡先：古谷（090-4311-5017） 

↑

優
勝
チ
ー
ム
：
山
王
小
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ 

な
感
想
を
述
べ
て
く
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
指
導
す
る
上
で
注
意
し
て

い
る
こ
と
を
尋
ね
る
と
「
怒
鳴
り

つ
け
て
も
ダ
メ
、
緩
め
る
と
こ
ろ

は
緩
め
て
、
バ
ラ
ン
ス
を
保
ち
な

が
ら
、
寄
り
添
う
形
で
」
と
の
こ

と
。
懐
の
深
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

キ
ャ
プ
テ
ン
の
田
切
佑
和
く
ん
は

「
歴
代
も
経
験
し
た
こ
と
の
な
い

優
勝
で
嬉
し
い
」
と
、
は
に
か
み

な
が
ら
回
答
。
次
の
大
会
に
向
け

て
メ
ン
タ
ル
を
強
く
す
る
こ
と
に

心
掛
け
た
い
と
、
大
人
顔
負
け
の

コ
メ
ン
ト
も
頂
き
ま
し
た
。 

学
童
野
球
大
会
の
県
大
会
は
八

月
の
二
十
・
二
十
一
・
二
十
七
・

二
十
八
日
。
県
内
各
支
部
か
ら
勝

ち
抜
い
て
き
た
二
十
四
チ
ー
ム
が

優
勝
を
目
指
し
ま
す
。
山
王
小
フ

ァ
イ
タ
ー
ズ
の
皆
さ
ん
、
素
晴
ら

し
い
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
期
待
し

て
い
ま
す
！ 

 

株式会社楽天野球団より、東北楽天ゴールデ

ンイーグルスのロゴ入り、少年野球用のベース

セットが塩竈市に寄贈されました。 

今回の大会で使用していましたが、選手のみ

んな、気づいたかな？ 

楽天野球団からのサプライズは、日夜、白球

を追いかけ、ひたむきに野球と向き合っている

少年少女たちの、夢 

を後押ししてくれる 

存在となるでしょう。 

 その中から、チー 

ムに入団する選手が 

出て来たら、素敵で 

すね。 

去
る
、
令
和
四
年
七
月
二
・
三
・
九
日
の
三
日
間
、
塩
竈
市
の
清
水
沢

公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
新
浜
町
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
て
「
第
七
五
回
鹽
竈
神

社
奉
納
学
童
野
球
大
会
兼
第
五
一
回
宮
城
県
学
童
野
球
大
会
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
大
会
に
は
十
五
チ
ー
ム
が
参
加
、
頂
点
を
目
指
す
熱
い

戦
い
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

剣
道
男
子 

第
一
位 

佐
々 

悠
太 

(

第
一
中) 

第
二
位 

佐
藤 

錬  
 

(

第
一
中) 

第
三
位 

名
川 

優
心 

(

玉
川
中) 

 
 

 
 

 

坂
本 

陽
路 

(

玉
川
中) 

剣
道
女
子 

第
一
位 

阿
部 

莉
子 

(

第
一
中) 

第
二
位 

石
川 

朝
陽 

(

玉
川
中) 

第
三
位 

鎌
田 

春
賀 

(

玉
川
中) 

 
 

 
 

鈴
木 

愛
佳 

(

玉
川
中) 

卓
球
男
子 

第
一
位 

鈴
木 

颯
汰 

(

第
一
中) 

第
二
位 

小
野 

和
希 

(

第
一
中) 

第
三
位 

丹
治 

泰
翔 

(

第
一
中) 

 
 

 
 

川
村 

遥
斗 

(

第
一
中) 

卓
球
女
子 

第
一
位 

山
形 

里
央
菜(

玉
川
中) 

第
二
位 

佐
藤 

苺
音 
(

玉
川
中) 

第
三
位 

森 

み
く
る 

(

第
一
中) 

 
 

 
 

 

鎌
田 

萌
衣 

(

第
一
中) 

陸
上
男
子 

一
年
一
〇
〇
ｍ 

第
一
位 
若
山 

陸
大  

(

第
一
中) 

種目 第一位 第二位 第三位 

野球 第二中 第一中  

サッカー 第二中 第一中 第三中 

ソフトテニス 
男 第一中 玉川中 第二中 

女 第二中 第一中 玉川中 

バレーボール 女 第二中 玉川中  

バスケット 

ボール 

男 第一中 第二中 第三中 

女 第三中 
第一・ 

玉川中 
第二中 

卓球 
男 第一中 第三中 第二中 

女 第一中 玉川中 第三中 

バドミントン 
男 第一中 第二中 玉川中 

女 第一中 第二中 浦戸中 

剣道 
男 第一中 玉川中  

女 第一中 玉川中  

 

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
男
子
シ
ン
グ
ル
ス 

第
一
位 

熊
谷 

琳
音 

  
  

  
  

  
(

第
二
中) 

第
二
位 

鈴
木 

聖
椰 

  
  

  
  

  
(

第
一
中) 

第
三
位 

水
口 

礼
喜 

  
  

  
  

  
(

第
二
中) 

 
 

 
 

 

小
栗 

武
琉 

  
  

  
  

 
 
(

第
一
中) 

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
女
子
シ
ン
グ
ル
ス 

第
一
位 

佐
藤 

美
唯 

  
  

  
  

  
(

第
一
中) 

第
二
位 

住
家 

芽
依 

  
  

  
  

  
(

第
一
中) 

第
三
位 

庄
子 

凛
々
花  

  
  

   
(

第
一
中) 

 
 

 
 

鈴
木 

千
和 

 
 

 
 

 
 
(

第
二
中) 

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
男
子
ダ
ブ
ル
ス 

第
一
位 

本
田 

哲
平･

藤
沢 

龍 
 

(

玉
川
中) 

第
二
位 

佐
藤 

晃
成･

佐
藤 

羚
唯 

(

第
一
中) 

第
三
位 

佐
藤 

諒･

春
日 

渉
永 

 
(

第
二
中) 

 
 

 
 

浅
野
目 

閃
太･

佐
藤 

圭
悟(

第
二
中) 

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
女
子
ダ
ブ
ル
ス 

第
一
位 

髙
橋 

千
尋･

鈴
木 

乃
々
香(

第
一
中) 

第
二
位 

伊
藤 

椿･

鈴
木 

琴
美 

 
(

第
二
中) 

第
三
位 

菊
池 

潮
璃･

残
間 

碧
依 

(

第
二
中) 

 
 

 
 

 

青
木 

莉
紗･

佐
藤 

彩
帆 

(

玉
川
中) 

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
男
子 

第
一
位 

佐
藤 

佑･

松
永 

泰
輝 

 
(

玉
川
中) 

第
二
位 

髙
橋 

宗
也･

齋
藤 

蓮 
 

(

第
一
中) 

第
三
位 

三
浦 

暖･

鈴
木 

飛
翔 

 
(

第
一
中) 

 
 

 
 

鈴
木 

優
空･

佐
藤 

亜
実
斗(

第
二
中) 

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
女
子 

第
一
位 

伊
藤 

心
暖･

森
合 

真
純 

(

第
一
中) 

第
二
位 

大
山 

夢
月･

植
田 

優
衣 

(

玉
川
中) 

第
三
位 

志
田 

心
美･

佐
藤 

美
沙
希(

第
二
中) 

 
 

 
 

 

小
笠
原 

和
葉･

遠
藤 

優
奈(

第
二
中) 

☆
個
人
戦
☆ 

今
年
も
や
っ
て
き
ま
し
た
中
総
体
！ 

六
月
四
・
五
日
の
第
六
十
七
回
塩
竈
市
中
学

校
総
合
体
育
大
会
を
か
わ
き
り
に
十
七
日
に
は

水
泳
競
技
会
、
二
十
三
日
に
は
陸
上
競
技
大
会
、

三
〇
日
に
は
駅
伝
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

躍
動
す
る
中
学
生
の
勇
姿
は
、
鬱
屈
し
た
世

の
中
で
と
て
も
輝
い
て
見
え
ま
し
た
。 

今
回
も
第
三
位
ま
で
を
掲
載
い
た
し
ま
す
。

入
賞
し
た
皆
さ
ん
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す 

第
二
位 

今
野 

陸
斗  

(

第
二
中)  

第
三
位 

太
田 

燎
吾  

(

玉
川
中)  

二
年
一
〇
〇
ｍ 

第
一
位 

大
元 

夢
月  

(

第
二
中)  

第
二
位 

吉
田 

陽
葵  

(

第
一
中)  

第
三
位 

黒
沼 

暖
太  
(

第
三
中)  

三
年
一
〇
〇
ｍ 

第
一
位 

及
川 

周
也  

(

玉
川
中)  

第
二
位 

岩
田 

煌
生  

(

玉
川
中)  

第
三
位 

髙
橋 

十
波  

(

第
三
中)  

共
通
二
〇
〇
ｍ 

第
一
位 

星
山 

誠
弥  

(

第
三
中)  

第
二
位 

鹿
又 

嵩
翔  

(

第
一
中)  

第
三
位 

佐
藤 

大
仁  

(

第
三
中)  

共
通
四
〇
〇
ｍ 

第
一
位 

佐
藤 

空 
  

(

玉
川
中)  

第
二
位 

大
友 

爽
楽  

(

第
三
中)  

第
三
位 

加
藤 

晃
杜  

(

第
一
中) 

共
通
八
〇
〇
ｍ 

第
一
位 

安
齋 

太
智 

(

第
三
中) 

第
二
位 

目
黒 

遥
矢 

(

玉
川
中) 

第
三
位 

髙
橋 

幸
芽 

(

第
三
中) 

塩竈市中学校総合体育大会 

塩竈市中総体水泳競技大会 

塩竈市中学校陸上競技大会 

塩竈市中学校駅伝大会 

三
年
一
〇
〇
ｍ 

第
一
位 

鈴
木 

天
音  

 
(

第
一
中) 

第
二
位 

櫻
井 

星
那  

 
(

第
三
中) 

第
三
位 

伊
藤 

里
奈  

 
(

第
二
中) 

共
通
二
〇
〇
ｍ 

第
一
位 

櫻
井 

悠
夏 

  
(

第
一
中) 

第
二
位 

佐
藤 

花 
  

  
(

第
三
中) 

第
三
位 

髙
橋 

桃
奈 

  
(

第
二
中) 

共
通
八
〇
〇
ｍ 

第
一
位 

浅
野 

友
希 

  
(

玉
川
中) 

第
二
位 

後
藤 

由
衣 

  
(

第
二
中) 

一
年
一
五
〇
〇
ｍ 

第
一
位 

黒
木 

美
遥 

  
(

第
一
中) 

第
二
位 

田
邉 

凜
香 

  
(

第
二
中) 

二
．
三
年
一
五
〇
〇
ｍ 

第
一
位 

内
海 

陽
奈 

 
(

玉
川
中) 

第
二
位 

大
友 

櫻
子 

 
(

第
一
中) 

第
三
位 

池
田 

日
和 

 
(

第
三
中) 

共
通
一
〇
〇
ｍ
Ｈ 

第
一
位 

森 

実
加 

 
 

(

第
一
中) 

第
二
位 

森
田 

莉
菜 

 
(

第
二
中) 

共
通
走
幅
跳 

第
一
位 

鈴
木 

優
恋 

 
(

第
一
中) 

第
二
位 

櫻
井 

真
歩 

 
(

第
二
中) 

第
三
位 

佐
藤 

ゆ
り
あ 

(

玉
川
中) 

共
通
砲
丸
投 

第
一
位 

佐
藤 

日
和 

 
(

第
一
中) 

第
二
位 

新
藤 

優
芽 

 
(

玉
川
中) 

第
三
位 

渡
邉 

結
月 

 
(

玉
川
中) 

低
学
年
四×

一
〇
〇
ｍ
Ｒ 

第
一
位 

伊
藤･

阿
部･

飯
塚･

早
坂 

 
 
 
  

  
  

  
  

  
  

  
  

(

第
二
中) 

共
通
四×

一
〇
〇
ｍ
Ｒ 

第
一
位 

森･

櫻
井･

中
村･

鈴
木 

 
 
 
  

  
  

  
  

  
  

  
  

(

第
一
中) 

第
二
位 

三
浦･

阿
部･

内
海･

浅
野 

 
 
 
  

  
  

  
  

  
  

  
  

(

玉
川
中) 

第
三
位 

櫻
井･

伊
藤･

髙
橋･

森
田 

 
 
 
  

  
  

  
  

  
  

  
  

(

第
二
中) 

一
年
一
五
〇
〇
ｍ 

第
一
位 

坂
本 

諭
太 

  
(

第
三
中) 

第
二
位 

青
嶋 

宇
宙 

  
(

玉
川
中) 

第
三
位 

工
藤 

朔
也 

  
(

第
二
中) 

二
．
三
年
生
一
五
〇
〇
ｍ 

第
一
位 

真
部 

航
成 

  
(

玉
川
中) 

第
二
位 

安
倍 

煌
史 

  
(

第
二
中) 

第
三
位 

阿
部 

暖 
 

  
(

玉
川
中) 

共
通
三
〇
〇
〇
ｍ 

第
一
位 

髙
橋 

幸
大 

  
(

玉
川
中) 

第
二
位 

伊
藤 

太
星 

  
(

第
三
中) 

第
三
位 

松
田 

幸
太
郎  

(

第
三
中) 

共
通
一
一
〇
ｍ
Ｈ 

第
一
位 

青
山 

永
磨 

  
(

第
二
中) 

共
通
走
幅
跳 

第
一
位 

大
元 

太
陽 

  
(

第
二
中) 

第
二
位 

寺
島 

晃
貴 

  
(

玉
川
中) 

第
三
位 

平
塚 

翔
塁 

  
(

玉
川
中) 

共
通
砲
丸
投 

第
一
位 

内
海 

太
豊 

  
(

浦
戸
中) 

第
二
位 

阿
部 

飛
利
亜  

(

玉
川
中) 

第
三
位 

後
藤 

雅
樹 

  
(

第
二
中) 

低
学
年
四×

一
〇
〇
ｍ
Ｒ 

第
一
位 

今
野･

佐
藤･ 

安
倍･

菅
野 

 (

第
二
中) 

第
二
位 

阿
部･

鈴
木･ 

今
田･

太
田 

 (

玉
川
中) 

共
通
四×

一
〇
〇
ｍ
Ｒ 

第
一
位 

佐
藤･

髙
橋･ 

黒
沼･

星
山 

 (

第
三
中) 

第
二
位 

後
藤･

大
元(

太)･ 

大
元(

夢)･

青
山  

(

第
二
中) 

第
三
位 

及
川･

真
部･ 

高
橋･

岩
田 

 (

玉
川
中) 

陸
上
女
子 

一
年
一
〇
〇
ｍ 

第
一
位 

中
村 

天
榎 

  
(

第
一
中) 

第
二
位 

伊
藤 

桜 
 

 
(

第
二
中) 

第
三
位 

武
田 

さ
く
ら
乃(

第
二
中) 

二
年
一
〇
〇
ｍ 

第
一
位 

三
浦 

紗
良 

  
(

玉
川
中) 

第
二
位 

鈴
木 

心
咲 

  
(

第
三
中) 

第
三
位 

瀧
澤 

明
奈 

  
(

浦
戸
中) 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

水
泳
男
子 

四×
一
〇
〇
メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー 

第
一
位 
第
二
中 

第
二
位 
玉
川
中 

一
五
〇
〇
ｍ
自
由
形 

第
一
位 

髙
山 
昇
大  

(

玉
川
中) 

二
〇
〇
ｍ
個
人
メ
ド
レ
ー 

第
一
位 

菊
地 

遼
太 

(
玉
川
中) 

一
〇
〇
ｍ
平
泳
ぎ 

第
一
位 

井
出 

楓
祈 

(

玉
川
中) 

第
二
位 

長
谷
川 

喜
一(

玉
川
中) 

第
三
位 

井
出 

蕾
祈 

(

玉
川
中) 

二
〇
〇
ｍ
自
由
形 

第
一
位 

市
川 

陸
壱 

(

玉
川
中) 

第
二
位 

半
澤 

拓  
 

(

第
二
中) 

第
三
位 

日
野 

隆
司 

(

第
二
中) 

一
〇
〇
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ 

第
一
位 

菅
野 

柊 
  

(

第
二
中) 

第
二
位 

井
出 

蕾
祈 

(

玉
川
中) 

第
三
位 

有
吉 

凛
太
朗(

第
二
中) 

一
〇
〇
ｍ
背
泳
ぎ 

第
一
位 

及
川 

真
治 

(

玉
川
中) 

第
二
位 

井
出 

楓
祈 

(

玉
川
中) 

第
三
位 

馬
渡 

拓  
 

(

第
一
中) 

五
〇
ｍ
自
由
形 

第
一
位 

菅
野 

柊 
  

(

第
二
中) 

第
二
位 

菅
井 

翔
海 

(

第
二
中) 

第
三
位 

有
吉 

凛
太
朗(

第
二
中) 

四
〇
〇
ｍ
自
由
形 

第
一
位 

髙
山 

昇
大 

(

玉
川
中) 

二
〇
〇
ｍ
平
泳
ぎ 

第
一
位 

長
谷
川 

喜
一(

玉
川
中) 

第
二
位 

猪
又 

慶
亮 

(

玉
川
中) 

一
〇
〇
ｍ
自
由
形 

第
一
位 

菅
井 

翔
海 

(

第
二
中) 

第
二
位 

戸
部 

善
成 

(

玉
川
中) 

第
三
位 

菊
地 

遼
太 

(

玉
川
中) 

二
〇
〇
ｍ
背
泳
ぎ 

第
一
位 

及
川 

真
治 
(

玉
川
中) 

第
二
位 

馬
渡 

拓 
  

(

第
一
中) 

四
〇
〇
ｍ
リ
レ
ー 

第
一
位 

玉
川
中 

 

第
二
位 

第
二
中 

 

水
泳
女
子 

四×

一
〇
〇
メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー 

第
一
位 

玉
川
中 

第
二
位 

第
二
中 

二
〇
〇
ｍ
個
人
メ
ド
レ
ー 

第
一
位 

竹
内 

更 
  

(

第
二
中) 

一
〇
〇
ｍ
平
泳
ぎ 

第
一
位 

浅
野 

里
帆 

(

玉
川
中) 

第
二
位 

川
村 

理
紗 

(

第
二
中) 

第
三
位 

佐
藤 

優
楽 

(

第
二
中) 

二
〇
〇
ｍ
自
由
形 

第
一
位 

小
松 

い
ち
か(

玉
川
中) 

一
〇
〇
ｍ
背
泳
ぎ 

第
一
位 

堀
田 

杏
奈 

(

玉
川
中) 

第
二
位 
川
村 

理
紗 

(

第
二
中) 

五
〇
ｍ
自
由
形 

第
一
位 

小
野 
美
月 

(

第
三
中) 

第
二
位 

佐
藤 
優
楽 

(

第
二
中) 

第
三
位 

舘
森 

芽
衣 

(
第
二
中) 

二
〇
〇
ｍ
平
泳
ぎ 

第
一
位 

浅
野 

里
帆 

(

玉
川
中) 

一
〇
〇
ｍ
自
由
形 

第
一
位 

小
松 

い
ち
か(

玉
川
中) 

第
二
位 

小
野 

美
月 

(

第
三
中) 

第
三
位 

櫻
井 

優
里 

(

玉
川
中) 

二
〇
〇
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ 

第
一
位 

竹
内 

更  
 

(

第
二
中) 

二
〇
〇
ｍ
背
泳
ぎ 

第
一
位 

堀
田 

杏
奈 

(

玉
川
中) 

四
〇
〇
ｍ
リ
レ
ー 

第
一
位 

玉
川
中 

第
二
位 

第
二
中 

当日は陽射しはなかったものの湿度が高く、何もしなくても汗が噴

き出る陽気でした。研究会では相手と近距離で行う為、コロナウイル

ス感染症対策として（暑い時は一時的に外して良いとしたうえで）マ

スク着用で行いました。また、熱中症の危険性もあることから、こま

めに水分をとりながらの研修会となりました。 

今回、塩釜市体育協会の藤崎が講師を務め、時に細かく説明をはさ

みつつ講義を行いました。実際の授業などで子ども達へ説明する際、

「言葉だけではなく、実際にやって見せて視覚で理解させ、どうなっ

たらこうなるかを考えさせながら教えると良い」等と、一つの動きに 

第
二
位 

坂
本 

諭
太 

(

第
三
中) 

第
三
位 

柴
田 

天
心 

(

第
一
中) 

第
三
区 

 

第
一
位 

青
山 

永
麿 

(

第
二
中) 

第
二
位 

松
田 

幸
太
郎(

第
三
中) 

第
三
位 

青
嶋 

宇
宙 

(

玉
川
中) 

第
四
区 

第
一
位 

髙
橋 

幸
芽 

(

第
三
中) 

第
二
位 

菊
沢 

碧
空 

(

第
二
中) 

第
三
位 

鈴
木 

祥 
 

(

第
一
中) 

第
五
区 

第
一
位 

真
部 

航
成 

(

玉
川
中) 

第
二
位 

佐
々 

楓
芽 

(

第
一
中) 

第
三
位 

星
山 

誠
弥 

(

第
三
中) 

第
六
区 

第
一
位 

伊
藤 

太
星 
(

第
三
中) 

第
二
位 

目
黒 

遥
矢 

(

玉
川
中) 

第
三
位 

鈴
木 

鉄
平 

(

第
一
中) 

駅
伝
女
子 

第
一
区 
 

第
一
位 

大
友 

櫻
子 

(

第
一
中) 

第
二
位 

池
田 

日
和 

(

第
三
中) 

第
三
位 

小
松 

い
ち
か(

玉
川
中) 

第
二
区 

第
一
位 

植
村 

実
織 

(

第
二
中) 

第
二
位 

黒
木 

美
遥 

(

第
一
中) 

第
三
位 
鈴
木 

心
咲 

(

第
三
中) 

第
三
区 

第
一
位 

浅
野 
友
希 

(

玉
川
中) 

第
二
位 

後
藤 

由
衣 

(

第
二
中) 

第
三
位 

櫻
井 

星
那 

(
第
三
中) 

第
四
区 

第
一
位 

中
村 

天
榎 

(

第
一
中) 

第
二
位 

大
山 

璃
紗 

(

第
三
中) 

第
三
位 

戸
部 

友
愛 

(

玉
川
中) 

第
五
区 

第
一
位 

内
海 

陽
奈 

(

玉
川
中) 

第
二
位 

長
谷
川 

桃 
(

第
三
中) 

第
三
位 

志
野 

夏
紀 

(

第
一
中) 

令和 4 年 7 月 7 日、塩竈市立第二小学校の体育館にて、市教研が行わ

れ、市内小学校から 8 名が参加。塩釜市体育協会職員の藤崎充明が講師と

なり、約２時間、みっちり体を動かしました。 

 

対するポイントを織り交ぜながらの講義でした。 

研修が進むにつれて、緊張していた参加者同士も徐々に打ち解け、和や

かな雰囲気で講義が勧められましたが、活発な質問や意見もあげられ、今

後の指導の糧にしようという参加者の向上心が見えました。 

体を動かす研修会となりましたが、さすがは、普段から小学生を相手に

授業を行っている先生方、最後までしっかりと体を動かし、学ぶ姿勢が見

受けられました。 

研修会終了後には、参加者から今日行った内容を再確認され、研修会の

資料を要望されるなど、参加者の意識も高く、とても有意義なものになっ

たと思います。参加者には、今回学んだことを各学校へ持ち帰り、さらに

発展させて今後の指導に役立てていただきたいと思います。 

市教研 

駅
伝
男
子 

第
一
区 

第
一
位 

安
齋 

太
智 

(

第
三
中) 

第
二
位 

佐
藤 

成
志
朗(

第
二
中) 

第
三
位 

髙
橋 

幸
大 

(

玉
川
中) 

第
二
区 

第
一
位 

熊
谷 

琳
音 

(

第
二
中) 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

塩
竈
市
温
水
プ
ー
ル
の
軽
運
動

場
に
て
、
六
月
二
十
八
日
に
普
通
救

命
救
急
講
習
を
受
講
し
ま
し
た
。 

塩
釜
消
防
職
員
の
協
力
の
下
、
職

員
と
指
導
者
の
計
十
一
名
が
参
加
。

救
命
の
仕
方
と
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外

式
除
細
動
器
）
の
使
い
方
を
学
び
ま

し
た
。 

 

大
事
な
の
は
、
倒
れ
た
人
を
目
撃

し
た
ら
、
躊
躇
せ
ず
１
１
９
番
通
報 

す
る
こ
と
で 

す
。
こ
こ
で
注 

意
し
た
い
の 

が
ス
マ
ー
ト 

フ
ォ
ン
や
携 

帯
電
話
で
の 

通
報
で
す
。
Ｇ 

Ｐ
Ｓ
が
つ
い 

て
い
る
も
の 

手
に
回
し
て
い
る
の
を
、
尊
敬
の
眼

差
し
で
見
つ
め
て
い
ま
し
た
。
し
か

し
、
そ
の
後
、
す
ぐ
に
コ
マ
回
し
を

会
得
し
て
し
ま
う
子
ど
も
達
の
吸

収
力
に
は
脱
帽
で
し
た
。
「
家
族
対

抗
ゲ
ー
ム
大
会
」
は
家
族
で
チ
ー
ム

を
組
み
、
得
点
を
競
い
ま
す
。
成
功

し
て
も
失
敗
し
て
も
歓
声
が
上
が

っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
子
ど
も
ｖ

ｓ
お
父
さ
ん
ｖ
ｓ
お
母
さ
ん
で
勝

負
を
す
る
「
チ
ー
ム
対
抗
戦
」
で
は
、

特
に
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
大
切
に
な

る
ア
ジ
ャ
タ
が
登
場
。
練
習
か
ら
、

声
を
か
け
あ
い
、
息
を
合
わ
せ
な
が

ら
ア
ジ
ャ
タ
ボ
ー
ル
を
リ
ン
グ
に

入
れ
て
い
た
お
母
さ
ん
チ
ー
ム
が
、

本
番
で
も
力
を
発
揮
し
一
分
四
〇

秒
で
第
一
位
。
お
父
さ
ん
チ
ー
ム
も

子
ど
も
チ
ー
ム
も
大
健
闘
で
し
た
。 

 

今
回
の
イ
ベ
ン
ト
で
、
久
し
ぶ
り

に
親
子
で
体
を
動
か
し
た
家
庭
も

多
か
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
体
を
動
か
す
と
気
持
ち
も
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
し
ま
せ
ん
か
？
翌
日
の

筋
肉
痛
を
恐
れ
ず
、
我
が
子
と
、
お

も
い
き
り
体 

を
動
か
し
ま 

し
ょ
う
！ 

命を繋ぐ救命のリレー 
普通救命講習会ｉｎユープル 

令
和
四
年
七
月
五
日
、
塩
竈
市
立

月
見
ヶ
丘
小
学
校
に
て
、
特
定
非
営

利
活
動
法
人
塩
釜
市
体
育
協
会
主

催
、
塩
竈
市
教
育
委
員
会
・
塩
釜
市

サ
ッ
カ
ー
協
会
後
援
の
「
わ
く
わ
く

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
」
が
開
講
さ
れ
ま

し
た
。 

こ
れ
は
、
小
学
四
年
生
か
ら
六
年

生
の
児
童
を
対
象
に
、
塩
竈
市
か
ら

受
託
し
て
い
る
塩
竈
市
ア
フ
タ
ー

ス
ク
ー
ル
「
わ
く
わ
く
遊
び
隊
」
事

業
で
培
っ
た
成
果
を
基
に
、
基
礎
体

力
の
さ
ら
な
る
向
上
と
沢
山
の
ス

ポ
ー
ツ
に
触
れ
る
こ
と
で
、
そ
の
楽

し
さ
を
味
わ
い
、
集
団
で
の
マ
ナ
ー

や
社
会
性
を
育
む
こ
と
を
目
的
に

し
て
い
ま
す
。 

今
年
度
は
七
月
か
ら
令
和
五
年

三
月
ま
で
、
隔
週
で
約
十
五
回
程
度 

 

七
月
二
十
四
日
、
月
見
ヶ
丘
小

学
校
体
育
館
に
て
塩
釜
市
体
育
協

会
主
催
、
月
見
ヶ
丘
小
学
校
わ
く

わ
く
遊
び
隊
運
営
委
員
会
が
中
心

と
な
っ
て
の
「
親
子
で
わ
く
わ
く

遊
び
隊
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

と
て
も
暑
い
中
で
の
イ
ベ
ン
ト

で
し
た
が
、
親
子
合
わ
せ
て
二
十

一
名
が
参
加
、
約
二
時
間
半
た
く

さ
ん
の
種
目
に
挑
戦
し
ま
し
た
。 

「
昔
遊
び
に
挑
戦
」
の
中
で
も

コ
マ
回
し
は
、
な
か
な
か
の
曲
者
。

触
れ
た
こ
と
の
な
い
子
ど
も
た
ち

は
、
お
父
さ
ん
・
お
母
さ
ん
が
上 

家
族
と
充
実
の
遊
び
時
間 
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今
回
、
野
球
の
決
勝
戦
を
取

材
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
元
気
い

っ
ぱ
い
に
試
合
を
し
て
い
る
子

ど
も
た
ち
を
見
て
、
カ
ッ
コ
い

い
な
ぁ
と
思
い
ま
し
た
。
応
援

を
通
し
て
一
緒
に
楽
し
む
こ
と

が
出
来
る
保
護
者
の
皆
さ
ん
が

羨
ま
し
い
。
一
所
懸
命
、
何
か

に
打
ち
込
む
姿
っ
て
や
っ
ぱ
り

素
敵
だ
な
ぁ
と
、
し
み
じ
み
思

い
ま
し
た
。 

Ｐ
Ｅ
Ｎ 

☆ 

Ｙ 塩釜市体育協会 検索 

Twitterはこちら↓ 

塩竈市温水プール 塩釜ガス体育館 

塩釜市体育協会 

ホームページは 

こちら→ 

↑昨年度の様子 

親
子
で 

わ
く
わ
く 

遊
び
隊 

で
あ
れ
ば
、
あ
る
程
度
の
位
置
が
わ

か
る
も
の
の
特
定
す
る
為
に
は
目
印

が
必
要
だ
そ
う
で
す
。
固
定
電
話
や

公
衆
電
話
か
ら
の
通
報
で
あ
れ
ば
場

所
の
特
定
が
早
い
と
の
こ
と
。 

次
に
大
事
な
の
は
、
多
く
の
人
に

助
け
を
求
め
る
こ
と
。
一
人
よ
り
は

二
人
、
二
人
よ
り
は
三
人
と
、
人
が

た
く
さ
ん
い
た
方
が
対
処
し
や
す
い

の
で
、
勇
気
を
も
っ
て
近
く
の
人
に

助
け
を
求
め
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。 

最
後
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
で
す
が
、
設
置
さ

れ
て
い
る
の
は
知
っ
て
い
て
も
、
ど

こ
に
あ
る
の
か
ま
で
は
分
か
ら
な
い

こ
と
が
多
い
そ
う
で
す
。
い
ざ
と
い

う
時
の
た
め
に
、
出
か
け
た
先
の
Ａ

Ｅ
Ｄ
の
場
所
を
知
っ
て
お
く
こ
と
も

大
切
だ
と
思
い
ま
し
た
。 

の
実
施
を
予
定
、
参
加
登
録
は
二
十

九
名
に
な
り
ま
し
た
。 

「
わ
く
わ
く
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
」
で

は
、
基
礎
的
な
運
動
、
及
び
、
サ
ッ

カ
ー
や
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
と
い
た

多
様
な
運
動
種
目
を
体
験
。
ま
た
、

年
齢
が
高
く
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
知

ら
な
い
相
手
に
話
か
け
る
の
は
勇
気

が
い
り
ま
す
。
異
年
齢
と
の
交
流
が

あ
る
の
も
、
思
い
や
り
を
育
む
チ
ャ

ン
ス
に
な
る
こ 

と
で
し
ょ
う
。 

 

コ
ロ
ナ
禍
の 

中
で
は
あ
り
ま 

す
が
校
庭
や
体 

育
館
で
元
気
い 

っ
ぱ
い
運
動
し 

て
下
さ
い
ね
。 

より高度な運動を体験 
わくわくスポ―ツクラブ開講 

第一部 

昔遊びに挑戦 
コマ・竹とんぼ・けん玉 

お手玉 
 

第二部 

家族対抗ゲーム大会 
輪投げ・ビーンボウリング 

ディスクターゲット 
 

第三部 

チーム対抗戦 
五色綱引き・アジャタ 


